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研究開発　七つ道具
研究開発を支える裏方たち

　この装置は，近年の鉄道高速化にと

もない増加している高周波振動（10Hz

以上の振動）が，乗り心地に及ぼす影

響を調べるために，開発されました。

高周波振動は，低い音としても人間に

知覚されるため，音環境を再現できる

機能を加えており，そのため，「車内の

『振動』と『音（騒音）』を模擬できる装置」

という意味で，「車内振動騒音評価シ

ミュレーター」と名づけられました。

　振動は，前後・左右・上下方向の3

つの加振装置でそれぞれ発生させます。

1つの加振装置の中には大きなコイル

が入っていて，コイルに流す電流に

よって振動を制御しています。このよ

うな加振方式を動電型といい，高周波

振動を高い精度で再現することに適し

ています。また，音実験に支障しない

よう，加振時に装置から生じる雑音を

低く抑えるため，空冷ではなく，コイ

ルの銅線を中空にして水を流す水冷方

式になっています。

　音は，シートに対し前後の壁に2つ

ずつ，左右の壁に1つずつ配置された

合計6個の中高音用スピーカーと，写

真にあるように，後ろの壁に埋め込

まれた大型の低音用スピーカー（ウー

ハー）によって再現します。また，音

環境を正確に再現するため，壁と天井

は無響壁になっています。

車内振動騒音評価シミュレーター

　高周波振動の官能評価を目的として，

振動と音を高い精度で再現できる装置

は，国内はもとより世界的にもほとん

どありません。この装置を用いて，高

周波振動に対する人間の感度を調べる

実験を行い，乗り心地の評価方法を研

究しています。また，さまざまな車両

振動を再現して体感で比較したり，座

席の振動特性を調べることなどに用い

たりしています。

　本装置の一部は，国土交通省の鉄道

技術開発費補助金を受けて作成しまし

た。
　（中川千鶴／人間科学研究部

　人間工学研究室）
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【振動台】
・加振周波数：0.5～50Hz

・最大搭載質量：300kg

・振動台寸法：2.0×1.0m

・最大加速度：7.5m/s2

・最大変位：
前後方向  100mm（p-p）
左右方向  200mm（p-p）
上下方向  200mm（p-p）

・加振方式：動電型

・冷却方式：水冷

【音響設備】
・暗騒音：36dB（F特性）

・再生帯域：20Hz～10kHz

・最大音圧：96dB
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